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多細胞体制をとる植物の発生･生長にとって,細胞間情報伝達は必須である｡これ

までの解析から､受容体型ｷﾅ-ｾﾞが植物の細胞間情報伝達において重要な役割を果

たしていることが明らかとなっている｡本論文は､植物の発生特に花成における茎頂

分裂組織での細胞間情報伝達の役割を解明することを最終的な目的としている｡その

ために､茎頂分裂'組織で特異的に発現する受容体型ｷﾅ-ｾﾞ遺伝子MRLK

(Merjstematic Receptor-Like K]'nase)のｼｸﾞﾅﾙ伝達経路とその機能の解明を行ったo

第1章では､ MRLKのｼｸﾞﾅﾙ伝達経路を解明するために､ MRLKｷﾅ-ｾﾞﾄﾞﾒｲ

ﾝの標的因子の同定･解析を行った｡酵母Two-hybridｽｸﾘ-ﾆﾝｸﾞの結果､ 3つ

の候補因子を単離したoさらに､ in vitro結合ｱｯｾｲならびにﾘﾝ酸化ｱｯｾｲの結

果､ MADS-box転写因子をｺ-ﾄﾞするAGL24がMRLKｷﾅ-ｾﾞﾄﾞﾒｲﾝと特異的に

結合し､ﾘﾝ酸化されることを見いだした｡また､発現解析の結果､ MRLKとAGL24

は共に花成前後の茎頂分裂組織で発現していることを明らかにした｡さらに､

35S::AGL24::GFP遺伝子を導入した植物体の解析から, AGL24ﾀﾝﾊﾟｸ質はMRLK

の発現していない細胞では細胞質と核の両方に局在し､ MRLKの発現している分裂組

織では核に局在することを見いだした｡以上の結果から､ MRLKは細胞質に存在する

転写因子AGL24をﾘﾝ酸化し､ﾘﾝ酸化によってAGL24の細胞内局在が制御される

というﾓﾃﾞﾙを立てている｡このようなｼｸﾞﾅﾙ伝達経路は植物では新規であり､非

常に興味深いものである｡

第2章では､ AGL24の機能を解明するために､ AGL24過剰発現植物体を用いた分

子遺伝学的解析を行った｡ AGL24は花成前後の茎頂分裂組織で発現し､ AGL24過剰

発現体がAGL24の発現量依存的に早咲きを示したことから､ AGL24は花成促進に働

くことが示唆された｡また､ AGL24過剰発現体の花成は､日長､低温やｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝ

などにより促進されたことから, AGL24が花成経路の下流で機能している可敵性を

見いだした｡さらに､花成経路の最下流に存在するLFYやAPlとの遺伝学的解析を

行い､ AGL24による花成促進はAPlを介していることを明らかにした｡
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植物の発生･生長には､細胞間の情報伝達が重要であることが知られているが､現

在の植物科学においてはｼｸﾞﾅﾙ伝達経路の全貌の理解にはほど遠いのが現状である｡

本論文では､茎頂分裂組織で特異的に発現する受容体型ｷﾅ-ｾﾞ遺伝子MRLK

(Merjstematic Receptor-Like KI'nase)に注目し､そのｼｸﾞﾅﾙ伝達経路の解明をめざ

したものであり､以下の解析結果にもとづいて植物のｼｸﾞﾅﾙ伝達経路について議論

している｡

1)この受容体ｷﾅ-ｾﾞの細胞内情報伝達経路を解明するために､ MRLKｷﾅ-ｾﾞﾄﾞ

ﾒｲﾝに対する標的因子の同定､解析を行った｡酵母two-hybrid法, in vI'tno結

合ｱｯｾｲならびにﾘﾝ酸化ｱｯｾｲを用いて､ MADS-box転写因子をｺ-ﾄﾞす

るAGL24がMRLKｷﾅ-ｾﾞﾄﾞﾒｲﾝと特異的に結合し､ﾘﾝ酸化されることが

正確に示された｡

2)植物体を用いたAGL24に融合させたGFPﾀﾝﾊﾟｸ質の局在解析により､ AGL24

ﾀﾝﾊﾟｸ質はMRLKの発現していない細胞では細胞質と核の両方に局在し､

MRLKの発現している分裂組織では核に局在することが見いだされた｡この結果

から､ MRLKは細胞質に存在する転写因子AGL24をﾘﾝ酸化し､ﾘﾝ酸化によ

ってAGL24の細胞内局在が直接的あるいは他のﾀﾝﾊﾟｸ質との相互作用を介し

て間接的に制御されるというﾓﾃﾞﾙを立てている｡このような伝達経路は新規で

あり､非常に興味深いものである｡

3) AGL24が花成前後の茎頂分裂組織で強く発現することを示したo花成との関わ

りをAGL24過剰発現植物体を用いた分子遺伝学的解析により進めた｡過剰発現

による解析の危険性については十分に考慮し､実験がなされていたo AGL24の

発現量依存的な開花促進効果を､日長､低温､ｼﾞﾍﾞﾚﾘﾝなどに関する生理的な

解析が適切になされていた｡さらに､花成経路の下流のｷ-となる遺伝子との関

わりを明らかにし, AGL24の遺伝学的な位置づけを行った｡

以上のように､本論文は､受容体型ｷﾅ-ｾﾞMRLKのｼｸﾞﾅﾙ伝達経路が転写因

子AGL24を直接制御するという､植物においては新規のｼｸﾞﾅﾙ伝達経路を提唱､

MRLKとAGL24の機能するｼｸﾞﾅﾙ伝達経路が花成制御に関わる可庶任を示した｡

これらの結果は､これまでに明らかとされていなかった花成における細胞間情報伝達

の役割を示唆するものであり､学術上､応用上貢献するところが少なくない｡よって

審査委員-同は､本論文が博士(ﾊﾞｲｵｻｲｴﾝｽ)の学位論文として価値あるもの

と認めた｡


